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映画から見たアポリネール作品の 《p06sie》について
伊勢 晃
I
2004年3月4日、アポリネール研究の泰斗ミシェル・デコーダンが逝去した。
ペール・ラシェーズ墓地における葬儀の場で、盟友ビク トー ル・マルタン=シ
ュメッツが捧げた言葉のとおり(1)、彼は 〈ouverture〉〉、〈partage〉〉、く〈don〉〉のす
べてを備えた研究者であり、このことは若手研究者ロランス・カンパとの共著
PαssJθκノクθ〃J″αた ∫Zα′θおJθ a′θrたル ソνθ(2)が遺著となったことに象徴されてい
るであろう。本書は、伝記 ィ′θ〃jttα姥 °)の場合と同じく、研究者であっても日
にすることが非常に困難な数多くの一次資料で構成されており、これ自体が高
い資料的価値を有するものとなっている。また、2003年度 〈Prix le la Critique du
Pen Club〉〉に選ばれた著書 Иρθ〃J“α姥 “
)においては、詩人に関する最新の知見
を取 り入れつつ、広範な視野から彼の創作活動全般が詳述されてお り、アポリ
ネール研究の全体像を鳥腋図的に知ることができる。氏の研究活動は、晩年ま
でまったく衰えることはなく、世界中の研究者が一堂に会する数々の研究会を
主催 し、自らの研究成果を発表 し続けたが、そこに一貫していたものは、ある
分野にのみ偏った研究ではなく、常に対象全体の真実を浮かび上がらせようと
する、真摯な姿勢であった。 ミシェル・デコーダンは、これまで重要視されて
こなかった詩以外の作品つまり短篇作品や映画、演劇に対 しても精力的な研究
を行つた。これは、様々な文学の形式と芸術作品の形式のあいだの境界を取 り
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払お うとしたアポリネールの創作態度に通 じると言えよう。アポリネールの創
作活動全体に流れる《poёsた 》の解明こそデコーダン教授の目指したところであ
り、後進の研究者たちに託された共通の課題である。
本稿では、このような視点に立脚することにより、アポリネールの映画作品
にみられる 〈poёde〉について検討を加えたい。詩人は、映画が将来、書物に
取つて代わるものであり6)、 あらゆる芸術が結ばれる叙事詩であると述べてい
る
“
)ように、アポリネールの作品解釈に 「映画」 という観点を導入することに
よって、彼の考えるく〈poёsie〉、すなわちエスプリ0ヌー ヴオーをさらに明確に
できると確信するからである。今回は特に、短篇作品 《Un bcau nlm〉〉、くLc
Toucher a distance〉〉とシナリオ Lα Brど乃α′′θを中心に考察を進めたい。
II
イメージの書物
18世紀から 19世紀末にかけて、さまざまな視覚の娯楽が開発された。たと
えば、ステレオスコープや写真、パノラマ、ジオラマなどである。これらはす
べて観客に「仮想現実」を楽しませる「見せ物」としての機能を果たしていた。
特に、パノラマ、ジオラマにおいては鑑賞者たちはどこまでが現実でどこから
が虚構の世界か判断するのが困難なほどであつたという。さらに観客は自分を
取り囲む 360度の絵画によつて一点にとどまりながらすべてを見つめることが
できるという視点の変化が生まれ、これまでの遠近法的な視点から解放される
ことになつたのである。このような時代を受けて映画が誕生した。 しかし、20
世紀初頭の映画は見せ物としての性格が強く、批評家からは軽蔑されており、
映画が芸術 としての価値を有するなどとは考えられないことであつた。渡辺淳
は、「映画の本格的な芸術化への動きは第一次大戦後、フランスやロシアのアヴ
ァン=ギャル ド映画、 ドイツの表現主義映画のそれに始まつたとみなせよう。
それらによつて大衆的・前衛的を問わず、二〇世紀の新しい芸術・芸能として、
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〈映画言語 〉の練り上げが緒につき、推し進められ、演劇や文学との関わりも、
はつきりと映画の側から主体的にあらためて考えなおされ、その結びつき、と
くに文学との結びつきは、概していよいよ強化されたように思われる。」とLO、
文学と映画の間の問題が意識的に視野に入 り始めたのが第一次大戦後だと考え
ている。 しかし、アポリネールは文学の側から映画の役割について考えなおし
ている。映画が娯楽以上の価値を持たなかった時代に、アポリネールが映画を
芸術の一分野として認知し、積極的に高く評価するだけではなく、そのなかに
新しい〈po6sie〉〉の可能性を見いだしていたことはもつと知られて良い事実であ
る。
講演 Z EsprJ′
“
οzνθαν θ′′θs Pοaたsでは、
画、文学の総合」を強調 しなが ら、映画に
を与えている。
「視覚の叙情性」と「芸術、音楽、絵
「イメージの書物」とい う位置づけ
Il eut 6t6 ёtrange qula une 6pOquc ot rart populaire par excellence,le cinёma,cst
un livre dlilnages, les poёt  n!cussent pas essay6 de composer des images pour les
esprits inёd tatifs et plus raffln6s qui ne se contentent point des imaginations grossiёres
des fabrications de f11lnso Ceux…ci se rafflneront, ct ron peut pr6voir le jour ot le
phonographe ct le cinёma ёtant devenus ies scules folttnes d'ilnpression en usage, les
poёtes auront une libertё inconnucjusqula prёent。(8)
当時、映画はまだ無声の時代であり、白と黒の画面が織 りなすイメージの世
界であつた。無声であるからこそ、観客はイメージによつて、あたかも詩を読
んでいるかのように、想像力がかき立てられる。アポリネールが、「動くイメー
ジ」という映画の本質に早くから着日していたことは、Lёopold SuⅣageの論文
〈Le rythme colorё〉を自分が編集者であった雑誌 Zω ttJrどθs tt Pαrお に掲載し
たこと(9)やこの理論の実践の場に参加したこと(1のなどからもわかる。
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アンフィオニー芸術
カ トリー ヌ・ムーアが指摘するとおり(11)、映画言語は動くイメージで書かれ、
そのことによつて新 しい文法規則が考え出されたが、これは、アポリネールの
短篇作品の主人公のひとりであるドルムザン男爵が考案 した 「アンフィオニー
芸術」に通じる(12ゝ
Ayant ainsi instituёma l bertё dans esthёtiquc,j'inventai un nouvel art,fondё sur
le pёripathёisrrle d'Aristote. Je nonllnai cet art : liamphionie, en souvenir du pouvoir
ёtrange que possёdait Ainphion sur les moenons et les divers matёriaux en quoi
consistent les villes。(。 )¨L'in trurrlent de cet art et sa inatiёre sont une ville dont il s'agit
de parcourir une partie,de fa9on a cxciter dans l'ame de liamphion ou du dileuante des
sentiments ressortissant au beau et au sublime, comme le font la musique, la poёs e,
ctc。
(13)
男爵はこの芸術を実践できる場はパ リであると述べている。パ リは現在 と過
去と未来が重層的に交錯 し、多彩な時空間が混在する構造を有する都市である。
そこでは時間軸か ら切 り離 されたものがひ とつひ とつのオブジェとな り、全体
的なイマージュを作 り上げている。また近代的な通信手段、交通手段である電
話、電信、ラジオ、 自動車の発展や鉄道網の拡張によつて空間的距離 も格段に
縮小 された。アポ リネールは時空間を超えたところに新 しい世界を創造するこ
とが詩人の役割だと考えていたが、その手段 として絵画で用い られるコラージ
ュの方法を文学作品の中で応用 している。詩人は過去に執筆 した作品の断片を
別の作品の一部で使用する方法を頻繁に利用 したが、これは現在 と過去そ して
未来までもひ とつの空間上に並置す ることによつて時空間を超越 しょうとす る
試みのひとつであった。 しか し映画では、オーバーラップや多重露出、フェー
ドなどの手法を用いて、様々な時代や空間を共存 させることが可能である。 こ
のことを考えれば、 ドルムザン男爵のアンフィオニー芸術は、この第七芸術を
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意識したものであると言えよう。 ドルムザン男爵は、短篇集 二Z象短勧″θ α σθ
の最後を飾る作品 〈Le toucher a distance〉〉において、遠隔装置機械を利用して
同一時刻に異なる場に存在するとい う遍在を可能にしたが、これは映画のスク
リーンの中の世界で実現された。映画は、演出者の主観で時空間を断片として
切 り取 り、自由に組み合わせることができる。つまり、アポリネールは詩人と
して、文学でこの世界を演出したのである。
虚構と現実
一連の ドルムザン男爵諄は映画的なイメージで構成されている。その中心と
なるのが、短篇作品 〈Un beau■lm〉である。この作品が当時の映画状況を正
確に踏まえて執筆されたこと、特にジョルジュ・メリエスの映画に影響を受け
ていることは拙稿(14)で指摘したとお りである。アポリネールはメリエスのこと
を「光の錬金術師」と呼び、互いに面識もあつた(153。 奇術師でもあつたメリエ
スは、ゆだν あκSルZγκθ(1902)に見られるような トリックを発明することで、
SFや妖精物語、空想諄そして現実の事件に着想を得たニュース映画などを撮影
し、映画の持つ可能性を拡大したことにより、今 日の映画の基礎を作つたと言
われている。メリエスは トリック撮影を多用することで驚異世界を構築したが、
アポリネールが映画に求めたものは、この驚異と創造とい うエスプリ・ヌーヴ
ォーの中心的な要素で あった。カ トリーヌ・ムーアはこの二人の芸術家が映
画に見いだしたものとして、現実の諸イメージから、事実よりも真実らしい魅
惑的な嘘の世界を生み出すとい う映画独自の特徴をあげ、次のように述べてい
る。
Les deux artistes comprenalent le caractёre unique du inёmatogra/phe qui joue
avec des images《r6elles》cOmme la poёsie jongle avec les mots du langage prosahuc
_pour crёer une faussetё enchanteresse plus vraie que la rёalitёo Si les notions de r6alit6
ct de vёrit6 sont au ccur de la dёflnition du cinёma( t aussi de la poёsic apollinarienne),
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elles reposent sur une nouvelle syntaxe quc M61iёs,le prenlier,apprit a inaftriser。
(16)
くUn beau■lm〉は、このような映画の特徴を意識的にまた巧妙に利用した
作品である。 ドルムザン男爵たちは、犯罪現場の撮影とい う目的を達成するた
めに、あるシナ リオを考え出す。彼は、作 り上げられた偽物の場面を見せるこ
とで観客を編せたとしても、実写に慣れた自分の欲望は満たせないと考える。
Nous avions d'abord pensё a engager des acteurs pour nlimer le crilne qui nous
manquait,rnais,outre que nous eussions trompё nos fut r  spectateurs en leur offrant des
scёnes truquёes,habituёs que nous ёtions a ne cinёmatographier que de la rёalitё9 nous
ne pouvions etre satisfaits par un simplejeu thёatra19 si parfait mt―il。
(17)
そして若い男女と紳士を誘拐 し、紳士を脅 し強制的に二人を惨殺させる。そ
のシーンを撮影 し、映画として上映する。偶然、そのカップルが高貴な身分で
不倫の関係にあつたために、映画は大変な話題になる。あまりの騒ぎに警察は
何の関係もない無実の人間を犯人に仕立てあげてしまうが、 ドルムザンたちは
その処刑シーンまで撮影することに成功した。
ここでは現実と虚構が重層的に組み合わされている。つまり二人の殺人のシ
ーンは実写つまり現実であるが、それは ドルムザン達の考案したシナ リオに沿
ってなされていることであり、虚構である。また、スクリーンは、窓と同じよ
うに、世界を内部と外部に三分するものであるために、スクリーン内の出来事
はたとえ実写であつても、それを見る観客にとつては、手の届くことのない虚
構の世界となる。くUn beau■lm〉において、観客はスクリー ン内部で起こつて
いることが限りなく事実であると理解するようになり、その意味では ドルムザ
ン男爵と共犯関係にあると言えるが、実写だという確信をもつているわけでは
ない。また警察にとつては、映画の世界などフィクションに過ぎないために、
彼 らは ドルムザン達を疑 うことさえしないのである。さらにわれわれ読者は、
殺人犯の冷静な態度や ドルムザン男爵の悪びれない態度、愉悦にひたつている
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ような態度から、男爵自身によって語られること自体が、信憑性を持つものか、
それとも虚言であるのか判断に迷い、現実と虚構の間に引き裂かれてしまう。
アンドレ・ビーとの共作である映画シナリオ Zα Brび乃α′J″θはこのような現実と
虚構の入れ子構造を軸として展開する作品であることを考えると、 くUn beau
■lm〉は短篇作品という形で映画における現実と虚構の空間を具体的に提示 し
たものだと言えるであろう。
それでは、このような現実と虚構 との関係をアポリネールは映画でどのよう
に表現しょうと考えていたのだろうか。132ものカットからなる映画シナリオ Zα
Brび乃α′ブ″θを分析することにより、考察を進めたい。
III
フィクションから生まれる現実
Zα βだ乃α′ηθは、プロローグと4幕からなり、プロローグと第 2幕、第 4幕
をアポリネ ルーが執筆し、残りの2幕はアンドレ・ビー が担当した(18ゝ
小説家ブル トゥイユはブレア島で灯台守のアリーヌに出会い、彼女の婚約者
が漁に出たまま行方不明になったことを知る。小説家はこの話を題材にして、
「婚約者が悪に手を染めた結果、ギロチンで処刑されたことを知ったアリーヌ
が投身自殺を図る」というフィクションを新聞に連載する。この新聞小説を読
んだアリーヌは、そこに書かれている内容を事実だと信 じ、入水自殺する。そ
の後、行方をくらましていた婚約者が現れ、小説家にことの顛末を聞き、アリ
ーヌの自殺現場に向かうが、そこで自らも足を滑らせて激流に落ちてしまう。
このス トー リーにおいても 〈Un beau■lm〉と同様に、現実と虚構が多層的
に組み合わされている。小説家ブル トゥイユは実際にアリーヌに会い、婚約者
が行方不明であるとい う事実を聞く。そして、これに着想を得て連載小説を執
筆することで、新 しいフィクションの世界を構築している。ところが、この小
説の舞台や背景はアリーヌの話 したことと同一であり、また主人公の名前もア
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リーヌとい う灯台守と同じものが用いられているなど、限 りなく現実に近い虚
構である。 しかしながら、アリーヌは、この小説を読み、内容が事実であると
思い自殺したことを考えれば、彼女にとつては現実のことであつたと言えよう。
小説家ブル トゥイユが、パ リで実際に悪事を働いていた彼女の婚約者と偶然に
出会 うことにより、彼の小説に書かれていることは事実に一層近づくことにな
るが、実際にはアリーヌの婚約者が生存していたことから、完全なフィクショ
ンであつたことが明らかとなる。 しかし、この婚約者が、アリーヌが自殺した
同じ場所で滑落死することにより、若い二人が悲劇的な死を迎えるとい うブル
トゥイユの小説は結果的には現実のものとなっている。映画史家アラン・ヴィ
ルモーによれば、当時の映画では、離ればなれになった女性が、婚約者 と再会
するという物語の形式が多く見られたとい うことである(1動が、アポリネールは
このような半ば定式化された物語をモチーフにしながらも、フィクションと現
実が交錯 した新 しい世界を提示 しているのである。また、ブル トゥイユが執筆
する小説の名前は、このシナリオのタイ トルと同じ Lα Brご力α′jηθであることか
ら、この連載小説がシナリオの内容を規定するというメタ構造になっているこ
とも注目しなければならないであろう。
現実の断片の再構成
二α βrび力α′J″θでは、くUn beau■lm〉の場合と同じように、超自然的なものが
持ち込まれることなく、日常的場面において虚構と現実との境界が曖味な世界
が生み出されている。アポリネールは、このように詩人によつて創造された世
界を、映画とい うメディアを用いて、いかに具体的に表現しょうとしたのであ
ろうか。このことは、演出者アポリネールの撮影指示から、うかがい知ること
ができよう。詩人はオーバーラップやフェー ドを多用することにより、異なる
時間と場所を同一画面に存在させている。現実の断片を再構成することによつ
て、時間や空間の東縛を受けない、演出者の主観になる世界が見る者に提示さ
れることになる。特に物語 りが大きく展開する場面で、このようなテクニック
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が多用されている。
La Πlain ёcrit
APttS UN LONG PROCЁS,IL FUT CONDAMNЁÅ ]MORT ET GUILLOTINЁ
SANS S'ETRE MSSOUVENU D:ALINE QUIL'ATTENDAIT TOUJOURS
Surilnpression  la guillotine
fondu
Surilnpression  Aline attend dans le phare du Paun et regarde le portrait
de son flance
refondu
Rayrnond Breteuil,se promёne dans son cabinet en inёditan (20)
物語 の最終場面では、場 面転換 の速度 が増 し、過去 の一場面 と現在 の シー ン
やオブジェがめま ぐる しく交替す る。
Les corps entiers pench6s sur le gouffre
Surilnpression  Yves donne la baguc a Alinc
retour des honllnes regardant le gouffre  Yves fait un faux pas et tombe dans lc gouffre,
Effroi de Breteuil, smpeur du vicux Maedec.Le vicux cur6 donne rabsolution in
extr61111s
Surilmpression  la mort dり、line
Surilnpression  l'afflche de lancement de′α Brび乃α′Jκθ
retour des 3 holllines contemplant le gouffre
Breteuil lnet sa tete dans ses lnains
fondu
FIN(21)
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このように、短篇集 ιl〃びrびsjαη夕θθ′σ
gにおいて ドルムザン男爵が創造 した
「アンフィオニー芸術」は、映画によつて実現 されたのであ り、時空間の東縛
を受けない詩人独 自の概念の現実を、この新 しいメディアは具体的に現出させ
ることに成功 したのである。
IV
アポリネールは、諸芸術の総合を目指すに当たって、映画という新しいメデ
ィアを芸術として認知 し、作品に反映させた。このような姿勢がのちのシュル
レアリス ト達に継承されることを考慮すれば、アポリネールの作品解釈に「映
画」という観点を導入することが必要であり、そのなかに詩人の考える〈poёsie〉
を読み取らなければならない。彼は、自分の作品がスクリーンに映し出される
ことを夢見ていたが、それはかなわなかつた。 しかし、彼は、映画から生み出
された新しい詩的言語を作品に取り込むことにより、文学に新たな可能性を開
いたのである。
今後、アポリネールの 「エスプリ・ヌーヴォー」を解明するためには、詩人
が雑誌や新聞、カタログなどに寄稿 した絵画論と映画論に共通する要素を抽出
しながら、それ らが彼の詩作品や散文作品にどのような形で具現化されている
かの検討が必要であろう。また、これまで評価されてこなかつた戯由にも同様
の検証を行わなければならない。対象とするテキス トの範囲を広げ、さらに詳
細な記述を目指すことが、これからの課題である。
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“
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6tude par Alain Vimaux,Minard(Archives des Lettres modemes n°126),1971.
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